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第13回東京大集会（併催　第49回関東地区
知的障害福祉関係職員研究大会）報告

原町成年寮　高橋　千尋

　７/12に東京大集会が開催されました。
　関東地区知的障害者福祉協会菊池達美会長の挨
拶からはじまり、共生社会への実現にむけた各市
町村単位での取り組みが求められている現在、地
域住民が地域の生活問題を対応していく事が挙げ
られ、今までは分野的な課題として対応していた
ものが今後は横断的な対応が求められているとお
話しがありました。
　次に東京都発達障害支援協会理事長山下望氏の
挨拶では、今回のテーマ「安心して堂々と生きるこ
とを支える」をミッションにし、関係者が一堂に会
して熱く意見をかわすことは特別な意味があると
し、地域で暮らす事がより明確化になる中で障害者
目線に立ち、障害当事者が堂々と生きるために制度
の検証を行うとともに、共生社会実現の為に差別解
消に向けて動く必要があり、福祉の支援者としてど
う動くかを考える必要があると話されていました。
　来賓挨拶では、まず東京都知事代理として東京都
福祉保健局障害者施策推進部部長松山祐一氏が登
壇し、「安心して堂々と生きることを支える」を目標
に共生社会への実現は意味深いものであるとし、障
害がある人が地域で安心して生きていけるため地域
の居住の場や日中活動の場など地域生活基盤の促
進をするなど充実を図っていき、社会全体で障害へ
の差別をなくすための新たな条例を10月に施行する
為、都が準備・啓発を進めていく事を説明されました。
次に東京都議会議長代理の副議長長橋桂一氏から、
「誰もが希望をもっていきいきと生きていける社会を
目指していく第一歩を、東京都が新たな条例を作っ
た事で踏み出せたと思っています。日本でも障害の
有無に関わらずよりよい生活を送る為に、それぞれ
の団体が協力して障害を持つ人が安心して過ごせる
ように一緒に目指しましょう」とのお話がありまし
た。３人目の社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会
理事長佐々木桃子氏からは、「制度は整ってきてい
るが、安心して暮らすということがまだできていな
い。立場が違っていても、人権が大切にされるため
に同じ方向をみていくことが大切。」というお話があ
りました。最後に公益財団法人日本知的障害者福祉
協会会長井上ひろし氏からは、「国連の権利条約の
締結等があり、障害のある方の暮らし・社会参加が
充実してきている一方で、現場で権利を守る我々は
権利の保障の検証が求められ、利用者、家族が豊に
なることが大事だと思う。」とお話がありました。

　次期開催県の神奈川県知的障害施設連合会会長
出縄氏からは、津久井やまゆり事件を踏まえ、人
の尊厳をありのままに受け入れる・得意なことを
伸ばすのが私たちの使命とし、神奈川県では７
/26をやまゆりの日と定めたとのことでした。
　開会挨拶では東京大集会実行委員長・東京都社
会福祉協議会知的発達障害部会会長坂本光敏氏か
ら、「介護より意思決定支援に知的障害の支援は
あると思っている。意思決定支援が法律の文章に
入ったことはこの大会のおかげではあるが、障害
をもつ都民が安心して暮らせるようにはなってい
ない現状がある。悲惨なやまゆり園事件の風化を
させないことが大切である。あの事件以来、共生
社会を作ろうとイエローリボンバッチをつけて活
動しています。」と挨拶がありました。
　記念講演では加藤正仁氏から「この10年から
我々のMISSION&PASSIONを再考する！」と
題し、目まぐるしく動いている情勢の中で、我々
はどこまで、利用者はどこまで前進したか？につ
いての説明をされました。
　当事者、当事者団体発表では東京都手をつなぐ
育成会から大森南寮の間殿さんが登壇し、２年前
糖尿病発症したが注射を打てるよう練習し、今ま
でと変わりなく生活できていること、趣味のもの
が部屋にたくさんあり、旅行にも行っていること
を話されました。
　知的発達障害部会本人部会の方からも発表があ
り、サテライトに移行して２人暮らしをするため
にお金の管理も始めましたと報告してくださる方
や、「いじめられていましたが信じてくれた職員
がいたことで明るくなれました。」「本人活動を
行っているのはいじめられてしまう人をなくすた
めです。」と話されていた方、「近所の人が子供み
たいに扱ってくるのがくやしいです。どうすれば
いいのですか？　障害者は子どもなのですか？」
や、「暴言暴力はよくないのでとことん話し合い
をしたいです」と沢山の話をしていただきました。
　次に自閉症協会の綿貫氏からは「問題行動とい
うのは、本人なりには理由があります。例えば、
クレーン現象は人を物として扱っているのではな
く、共有したい為に使っています。本人がどうい
う意味でその行動をしているか考えて欲しいで
す。問題行動と呼ばれるものは人に一生懸命に働
きかける行動が主であり、小さい頃気付かなかっ
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た行動が年齢を重ねるとどういう要求なのかわか
るようになっていきます。初期の身体接触が育っ
た時に身体年齢と重ならない為に拒否をするので
はなく場所や方法を伝えて要求を満たしてあげて
欲しいです。」とお話がありました。
　また、日本ダウン症協会練馬支部の田中さんか
らはお仕事の話や活動している劇団の話をしてい
ただき、2013年のダウン症協会のポスターのモ
デルになっている話をされました。
　東京知的障害児者入所施設保護者会連絡協議会
の幹事の影山氏からは、「身元引受人の高齢化が問
題になっています。今後は成年後見制度に委ねる
ケースが多くなっていくと思われます。障害当事者
が悔いなく生涯を終えるように考えるなら積極的
に様子を伝えて欲しいです。」とお話がありました。
　パネルディスカッションでは、パネラーに自由民
主党衆議院議員井上信治氏、公明党参議院議員山
本博司氏、立憲民主党衆議院議員初鹿明博氏、日
本共産党参議院議員吉良よし子氏を迎え、コーディ
ネーターの山下望氏の進行の元、各党での実施して
きたこと、これから行いたい事の話がありました。
　まず初めに自由民主党の井上氏から、「今障害
者施策は分岐点に立っており、少しずつ進んでい
るが、まだ課題は多いです。『施設入所から地域
生活への移行』の為にグループホームを増やして
いくために行政はなにをすべきかを考えていく事
が大切だと思います。また、当事者家族の高齢化
にも対策が必要であります。自由民主党は障害者
総合支援法改正、報酬改定(0.47％増)等を行い、
日中サービスの充実・自立支援生活の援助・医療
ケア児への対応という視点で様々な改定・整備を
行ってきました。」とのお話がありました。
　次に公明党山本氏からは、「入所施設は必要であ
ると思います。大変な方々が必死に生きているこ
とを理解しており、そのことから障害者関係法の
改定等(14本)に関わってきました。今国会中に改
正バリアフリー法が全会一致で可決されました。
非日常的な時・地方にもバリアフリーの環境を作っ
ていく法律です。さらに障害者文化芸術活動推進
法も可決されました。健常者と同じように障害者
の文化芸術の分野で生きがいになるように、鑑賞
をする環境、創作する支援をしていきます。さらに
災害時の障害者の支援として避難所のあり方等の
課題は多いです。処遇改善も介護分野は10年超の
従事者に月８万円、障害分野従事者にも同様にな
るように求めていきます。」とのお話がありました。
　次の立憲民主党初鹿氏からは、「障害の程度の重
さと支援の必要の大きさは一致していません。き
ちんと本人・支援の中身を見て制度を決めて欲し
いと思っています。障害の程度のみを見ているの

はおかしいことであり、支援を見てくれるように
なってもらえるように意見をしていきます。国の問
題は予算削減のことばかり考えている事などと
思っています。福祉関係予算については先を見据
えて、今予算をつけることが将来につながるという
視点を持つべきです。また、障害を持った子供た
ちがやまゆり園の事件を受け、心配をしています。
その不安を取り除くこと、その環境を整えることが
政治家の仕事であります。」とのお話がありました。
　最後に日本共産党吉良氏からは、「相模原事件
に衝撃を受けました。障害を持っているというだ
けの理由での事件でありましたが、人間であるこ
とは変わりないです。人の価値を勝手に決めつけ
るのは間違っており、その環境を改善するのが政
治の責任と思っています。障害への理解の促進が
大切です。障害者年金を受け取ると社会の偏見を
受け取ると同義なので拒否した人がいました。政
治家として社会の偏見をとりのぞく必要がありま
す。道徳の教科書は身体障害しか載っていません。
知的・精神の障害者がのっていないこと自体が問
題であり、一歩ずつでも、誰もが安心して安全に
堂々と生きることができる世の中にする必要があ
ります。」とのお話がありました。
　最後に東京知的障害児・者入所施設保護者会連
絡協議会代表幹事白土一郎氏から採択文の発表が
あり、東京都自閉症協会理事長今井忠氏の閉会挨
拶で幕を閉じました。施設関係職員約800名保護
者約200名の参加者が集まりました。
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　10月17日に第２回知的発達障害部会の総会が行
われました。
　報告事項として、平成30年度東京都予算要望案の
報告があり、重点項目として「福祉人材の確保・児
童施設から成人施設等への移行支援体制の構築・医
療的ケアの必要な利用者支援の為の体制整備・グルー
プホームについて・入所施設、グループホームの高
齢者対策の課題・都外施設・2020オリンピックパラ
リンピックの活動への参加」の報告の他、児童施設
分科会・入所施設分科会・通所施設分科会・地域支
援分科会・居宅支援の各分科会等からの要望の報告
がありました。また、平成29年知的発達障害部会上
半期報告および下半期事業についての報告、代替職
員確保による障害福祉従事者の研修支援事業の説明
があり、本人部会の方からは「工賃が少なくなった」
「合理的配慮ってなんですか？」等の話がありました。
　行政説明では、最初に東京都で10月より施行された
「東京都障害者への理解促進及び差別解消の推進に関
する条例」についての説明がなされました。条例で定
められた事は①不当な差別的取扱い（正当な理由なく
障害を理由として、権利利益を侵害する）の禁止②合
理的配慮の提供（障害者から社会的障壁の除去を必要
としている旨の意思の表明があった場合において、そ

の実施に伴う負担が過重でないときに、必要かつ合理
的な配慮を提供する）③環境の整備（公共交通施設や
建設物のバリアフリー化、情報アクセシビリティの向上、
介助者等の人的支援、職員に対する研修等）の３点で
す。次に平成30年度障害福祉サービス等事業者に対す
る経営管理研修の募集要項、平成30年度障害福祉サー
ビス等事業者に対する経営管理研修カリキュラム、平
成30年度リハビリテーション専門職連絡会の開催につ
いて、東京都地域移行促進コーディネート事業の概要、
障害福祉サービス等情報公表制度に係る手続きの案
内、施設・事業所における事故防止対策の徹底の通知
の話が東京都福祉保健局の方から説明がありました。
　東京都地域公益活動推進協議会からは、今後３か年
の推進方針の案が提出され、推進協議会の会員法人数
をH34年以降、全法人加入を目指す事を話されました。
　講演では「意思決定支援を現場に活かす」を題と
して東京都発達障害支援協会山下氏から、真の意思
決定とは、志を高く持ち、理想と現実の狭間で常に
１歩でも前へ進もうと努力し、それでもかなわぬ思
いに常に申し訳なさを感じ、今置かれている状況が
いつでも不十分であることを自覚している姿である
との話から始まり、事例を通して意思決定支援とは
どのような事かを話していただきました。

　災害対策委員会は「平成30年７月西日本豪雨」
による被災地支援の必要性について現地調査を行う
ため、事前に調査地選定の情報収集を行い、８月１
日広島県に赴きました。
　広島県では、県庁、県社会福祉協議会、県知的障
害者福祉協会の訪問及び被災した現地を視察しまし
た。県庁では被災状況の情報交換等を行いましたが、
災害救助法の適用については熊本地震までと仕組み
が異なることもあり、県として早急な対応は考えて
いないとのことでした。県社協は福祉協会事務局も
兼ねていたため、協会の米川会長から現地の状況を
お聞きしました。最初は遠慮がちにお話しをされて
いた会長も合同対策本部の趣旨に理解と共感を示さ
れ、支援が必要と思われる２法人を紹介していただき
ました。訪問した施設は呉市と三原市にあり、公共交
通機関の不通やGHが避難したことなどで障害のある
方の通勤や通所に支障が出て必要なサービスが受け
られなかったり、職員も復旧作業に人手をとられ、十
分な支援を提供することが難しい状況にありました。
　こうした状況を踏まえ、８月の役員会では東京都
発達障害支援協会と合同対策本部を立ち上げて募金

と支援活動を行うことを決議しました。合同対策本
部では交通機関の復旧見込みに合わせて９月から
10月末までの２ヶ月間支援活動を行うことに決定
しましたが、その後呉市内の交通網が９月初旬に復
旧するめどがついたため三原市の施設への支援のみ
となりました。派遣募集では予定人員を超える多く
の申し込みをいただきました。この場をお借りして
御礼を申し上げます。派遣は１週間を基本として現
地に２人が常駐する形をとりました。活動は送迎支
援が中心でしたが、10月中旬から日中活動の支援
も加わりました。
　東日本大震災以降の大規模災害に対して、部会は支
援協会とともに様々な形で支援してきました。平成29
年度からは災害対策委員会を常設して、災害派遣だけ
ではなく被災時対策やBCPの検討を進めています。災
害派遣は派遣活動以外に多くの意味を持っています。
　まだ広島県での支援活動は続いていますが、お亡
くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げま
すとともに、被災されました皆さまには心よりお見
舞いを申し上げます。また、被災地の一日も早い復
旧をお祈り申し上げます。

「平成30年７月西日本豪雨」における被災地支援活動
平成30年10月17日

事務局長・災害対策委員　田中　公彦

平成30年度第２回平成30年度第２回
知的発達障害部会総会報告知的発達障害部会総会報告

原町成年寮　原町成年寮　高橋　千尋高橋　千尋
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　今年度最初の学習会は、「施設の事務職は
少数であるため、基礎知識を学ぶ機会もない
まま、入職後すぐに実務につくことが多い」
という幹事の実体験を基に「給付費請求業務
の基礎知識」をテーマとして、８月31日に
開催しました。
　当日は、当初の想定を遥かに超える100名
の参加者で埋め尽くされ、「基礎知識を知り
たい。確認したい。」という思いが強く感じ
られました。
　講師は事務スタッフ会の幹事でもある社会
福祉法人正夢の会の池田氏が務め、まずは障
害福祉サービスの対象となる方やサービスの
種類等の請求前に必要である知識を深めまし
た。
　給付費請求に関する各機関の役割では、イ
メージ図を見ながら利用者が申請をすること
によって区市町村から受給者証が交付される
こと。事業所が事業申請をする先はどこか。
国民健康保険団体連合会への請求を行った後
の流れも確認する中で、自分たちがどの部分
の業務に携わっているかを知ることが出来ま
した。
　具体的な内容に入ると、給付費請求の原則
として９割が公費で、１割が利用者負担であ
ること。請求するための必要な書類として、
請求書と明細書、実績記録票があり、それぞ
れにどのような内容が記されているかの説明
がありました。
　利用者負担については、障害福祉サービス
受給者証に０円と記されていることが多く、

最初から０円だと思っていた参加者もいたよ
うでした。
　特に明細書の説明では、単位表や地域区分
表を見ながら意味をひとつひとつ確認してい
きました。同じサービスであっても定員規模
や地域によって単価が異なり、収入にも違い
があること。請求の単位は四捨五入であるが
金額算出は１円未満が切捨であること等、普
段システムが明細書まで作成することを電卓
で算出したことで、基礎をしっかりと学ぶ時
間となりました。
　後半ではサービス毎に情報交換会を行いま
した。同じサービスを提供していても請求ま
での書類作成が異なり、改善の余地があるか
もしれないと考えるきっかけが出来たグルー
プ。前半の資料を確認しながら加算にはどの
ようなものがあるか。自分たちの事業所は対
象となるかを確認するグループなど活発な情
報交換が行われました。
　事務スタッフ会のメンバーが「入職した時
に、これを教えてもらえたら良かった。」と
いう思いをテーマにした学習会でしたが、真
剣な表情で説明を聞く姿からは、参加者の多
くもその思いがあったと推測することが出来
ました。
　今後は、参加者自身が所属先の請求業務に
関する知識を深め、新たな職員には学んだ基
礎知識を伝えていくことが出来たらいいと思
える学習会となりました。

利用者支援研究会事務スタッフ学習会報告
『給付費請求業務の基礎知識・情報交換会』

 事務スタッフ会　幹事　　
ライフパートナーこぶし　小松﨑希史子　　
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　平成30年９月13日に東社協 知的発

達障害部会 共生社会研修特別委員会 

主催による研修会が飯田橋セントラル

プラザで開かれました。内容は私たち

共生社会特別研究員会が今年度から、

研究課題として取り組みを始めた「利

用者の意思決定支援」に関するもので

す。

　講師をされた上智大学 総合人間学

部 社会福祉学科 大塚晃教授は講義の

冒頭で「入所施設職員のみなさんには

意思決定支援という言葉を使う権利は

ない」とおっしゃいました。なぜなら

ほとんどの事例で利用者は、本人の意

思を問われることなく入所施設に入れ

られているのに、今になって意思決定

支援などという言葉を使うことは「知

的障害の方々に対して申し訳ないこと

だ」ということでした。また、障害者

にとっての最も根本的な社会的障壁は

施設であり支援員であり保護者である

とのことでした。参加者の中には通所

施設やグループホームの職員の方もい

たはずですが、多くの人はこれらの言

葉を驚きをもって受け止めたのではな

いかと思います。私は驚いた一方で「な

るほど確かにその通りだな」という風

にも感じました。というのも私自身、

自らが勤める施設の利用者の「東京に

帰りたい」という希望を、実現するこ

とができなかった経験があるからで

す。私共の施設は山梨県に所在してい

ます。また、東社協の加盟施設は日本

全国にあり、そのような希望を持った

利用者の方は少なくないのだと思われ

ます。そして親元から離れて施設で暮

らす利用者の方々が、その施設から出

て新しい生活を見つけることは難しい

現状もあります。自分自身は今までそ

うした状況の中で、利用者が施設で暮

らす上で楽しんで生活を送るために、

より良いサービスを提供するというこ

とに努めてきましたが、改めて利用者

の将来を考え直さなければならない時

代になってきているのだと感じまし

た。あの利用者の方は、最近は東京の

話をされることをあまり見かけなくな

りましたが、今はどう思っていらっ

しゃるのでしょうか・・・。

共生社会研究特別委員会　研修会報告
『利用者の意思決定支援ついて』

白州いずみの家　清野　浩二　　
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　今年度で三回目を迎えた東社協知的発達障害部
会主催の三年目職員研修を平成30年９月26日に
実施致しました。
　毎回同じテーマとして『気持ちを整え直す～三
年目のあなたへ～』と題し、これまでの就業体験
を振り返り自己理解を深め、福祉従事者としての
将来的なビジョンの見直し、意識・意欲を高めら
れるよう自身の変化の第一歩としてグループワー
クを通し、明日からでもできる行動について共に
考え、共有していくことを目的としました。
　午前は、三年目職員の事例を基にグループワー
クを行いました。グループワークの中では、まず
事例を自身に置き換え個人ワークを行い、その後
客観的に捉えることで原因と改善策を話し合いま
した。初めは、参加者それぞれが悩みを話すこと
で同じ境遇で仕事をしている人が他にもいるとい
うことに気づくことに繋がりました。その反面、
話が盛り上がり思いを共有することに集中し過ぎ
てしまい本来の目的からずれてしまう場面もあり
ました。そこは、研修委員がサポートに入りなが
ら各グループ原因と改善策について話し合い、明
日からできること検討していました。
　午後は、パネルディスカッションを行い、パネ
ラーの先輩職員三名がそれぞれの三年目を振り返
り、そして現在に至るまでの体験談を話しました。
三者三様で参加者の皆さんも同じ経験をしている
んだと感じられた方も少なくはなかったと思いま
す。その後、質疑応答の時間では、参加者から聞
いてみたいことや突っ込んだ質問などパネラーも
一つ一つ丁寧に回答し、参加者も大きく頷く場面
がありました。
　最後に午前中のグループワークのまとめを行
い、明日からの自分に一言を書いてもらい、グルー
プ内で共有しました。
　今回、担当として研修に参加しグループワーク

で現場の声を直接耳にし、自分自身も考えさせら
れることが多くありました。また私もパネラーと
して三年目を振り返るきっかけを頂きました。三
年目の壁とよく聞きますが、決して三年目だけは
なくいつでも壁はあると私自身は感じています。
そして、その壁を乗り越えるきっかけは一人一人
環境も違えば考え方も違い一括りにすることは難
しいですが、同じ経験をしている人はたくさんい
るということは間違いありません。今回の研修が
一人でも多くの方に気持ちを整え直すきっかけに
なれば幸いです。
　～参加者の感想～
　悩んでいるのが自分だけではないことを知るこ
とができて気持ちに余裕ができました。
　同じ年代の方と話をする機会がなかなかないの
で同年代で同じような悩みを持つ方と話をするの
は今の自分を見つめるきっかけになりました。あ
りがとうございました。
　近い年齢層でグルーピングだったので、話しや
すく全員で事例検討ができました。後輩や実習生
指導等でこの学びを活かしていきたい。
　同期も少ないため悩み等を共有できずにいたた
め、このような研修に参加でき、良い経験ができ
ました。

三年目職員研修報告

東社協研修委員　島貫　公宏　　
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「施設概要」
　かがやきは生活介護と就労継続支援B型の多
機能型施設です。現在71名のご利用者が通所さ
れています。
　かがやきでは「室内」「栽培」「販売」「資源活用」
の４部門に分かれて日中作業をしています。室内
部門はパッキンやタオルたたみ、布巾などのオリ
ジナルグッズ製作を行っています。栽培部門は四
季折々の草花を、種から真心こめて育てています。
その草花に水やりをしたり、草取りや土づくり、
自家製腐葉土づくりも行います。販売部門は栽培
部門が育てた花苗や、室内部門が作ったオリジナ
ルグッズなどを、販売しています。資源活用部門
は古紙の回収をしたり、敷地内でブルーベリーの
栽培・販売、たけのこの採取・販売、また委託さ
れている花壇の植付や管理を行っています。
　さらにかがやきは「町田ダリア園」を管理・運
営しています。「町田ダリア園」は障がいのある
方が働く場として町田市が設置し、現在15,000
㎡の園内に4,000株のダリアを栽培しています。
ご利用者は草取りをしたり、来園されたお客様の
対応等、「おもてなし」をしています。

「施設の取り組みとして」
　かがやきは日中の作業の他、希望者を対象とし
た「生活活動」があります。生活活動は、ご利用
者が楽しく参加できる余暇活動の場です。料理、
運動、上履き洗い、ボランティア、マナー講習…
etc.趣向を凝らした企画で、さまざまな活動を通
し、ご利用者の人生や生活の質が豊かなものにな
るよう取り組んでいます。
　その他、昼食は栄養バランスのとれた給食を提
供し、毎月お誕生日メニューや、セレクトメニュー
といったお楽しみもあります。自主通所が難しい
ご利用者のための送迎サービスや、理学療法士指
導による機能訓練、嘱託医による健康相談などに
も力を入れています。月に一度は理容師さんにお
越しいただきヘアカット（有料）なども行ってい
ます。様々な作業や活動をご利用者自身に選択、
決定して頂き、成功体験を積み重ね、ご本人が自
信を持って意思を伝え、決定できる社会モデル支
援の実現に取り組み、ご利用者が笑顔でいきいき
と活動できるような施設づくりをしています。

社会福祉法人まちだ育成会　 かがやき
施設長　清水　謙一

施設紹介
社会福祉法人まちだ育成会　かがやき
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　社会福祉法人江東園は昭和37年に江戸川区江
戸川の地に創設され、養護老人ホーム・保育園・
特別養護老人ホーム等の事業を展開しています。
平成18年に江東園ケアセンターつばき「えぽっ
く（生活介護：定員40名職員29名）」を江戸川区
春江町に開設しました。地域のみなさまと共に、
障がいを持つ利用者の個性と個別性を重視した福
祉サービスに取り組んでいます。
　えぽっくの日課は、ラジオ体操・散歩で始まり
ます。活動は、プール（地域の室内プールを通年
利用）・陶芸・華道・紙工・創作ビーズ・調理・
ダンス等々個人の希望に沿って取り組んでいま
す。昼食タイムは利用者さんの楽しみの一つ。「美
味しいね。ありがとう。」の声が上がっています。
　江東園ケアセンターつばきの魅力の一つに、複
合施設（老人・障がい・保育）の利点を生かした
世代間交流があげられます。本年４月の入所式は、
特別支援学校高等部卒業生２名と保育園の０歳・
１歳の乳幼児７名との合同入所式となりました。
会場には、デイサービスのお年寄50名も参列さ

れました。赤ちゃんの泣き声でご機嫌斜めになる
利用者はいないかな・・・と案じましたが、式典
はスムーズに行えました。乳幼児のお母さんから
は、「江東園が障がい者福祉に取り組んでいるか
らこそ、この保育園を選んだのです。」とのお声
もいただきました。
　江東園ケアセンターつばきでは、端午の節句・
夏祭り盆踊り・運動会・クリスマス・新年会等四
季折々の歳時記行事や誕生日会等を合同で行って
います。老若男女が世代を跨ぎ、障がいの有無を
越えての合同イベントです。ごちゃ混ぜになって、
種別や制度を越える交流こそが「我がこと、丸ご
と、インクルージョン」の取組みと考えます。
　地域交流の拠点は、「Caféつばき」です。運営
はえぽっくのお母さんボランティアが担っていま
す。施設利用者のみならず、地域の方々の憩いの
場としても大好評です。ジャズコンサートや落語
会も定期開催しています。地域と共に生き、地域
に愛される「えぽっく」を目指します。皆様、今
後ともよろしくお願いします。

施設紹介
社会福祉法人江東園
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Column

33

「まずは、第一歩」私の主張

社会福祉法人八王子いちょうの会　吉村

Relay

＊＊次回は、立川けやき福祉作業所　郡司 晴雄氏のコラムです＊＊

　先日、友人が店主をしている居酒屋に行き、い
ろいろな話をしている時に、あることが頭に浮か
んだので、聞いてみました。「東京都に障害者の差
別に対する条例が出来たの知っているかな」即答
で「なんだそれは」と、それなら「合理的配慮の
意味は知ってる」とたたみ掛けるように聞いてみ
ました。「知らないよ」と友人からの返答。「あ～
そんなものなんだ」私は、福祉の仕事をしている
ので、いろいろな場面で障害者の差別に対する法
律や条例の事を聞いています。だが、小さな居酒
屋の店主の友人には、その言葉すら耳にする機会
がないのです。
　平成25年６月に、国で「障害者差別解消法」が
公布され、平成28年４月１日より施行しました。
私が住んでいる八王子市でも「障害のある人もな
い人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例」
が平成24年４月１日より施行されました。そして

今回東京都で「東京都障害者への理解促進及び差
別解消の推進に関する条例」が平成30年10月１日
より施行されました。しかし、どれだけの人がこ
の法律名、条例名を知っているのだろうか。どれ
だけの人が、法律、条例の内容を知っているのだ
ろうかと考えると、ほとんどの人が知らないのだ
ろうなと思ってしまいます。八王子市でも６年過
ぎましたが、知り合いのお店や友人に聞いても知
らない人が多い。行政だけで、普及啓発は限界が
あると思います。この法律、条例を当たり前にして
行くには地道な普及が必要なのかなと思います。
　友人との会話の続きですが、酔っていたのでし
つこく合理的配慮の話を友人にしてしまい、最後
にお願いをしてきました。「今度来るときに、東京
都条例のポスターを店に貼らしてもらっていいか
な」と、ほろ酔い状態で頼んで帰りました。もち
ろん友人は快く承諾してくれました。

編 集 後 記

　もう駆け足で冬がやってきましたが、今年の秋はどのように過ごされたでしょうか。芸術の
秋といわれるように各施設でも文化祭や、お祭りなど様々なイベントが開催され盛り上がった
のではないでしょうか。
　さて、次号のかがやきでは12月に開催される文化・芸術活動支援特別委員会主催のイベン
ト「Session ！ TOKYO50」の記事を掲載予定です。お楽しみに！
Session ！ TOKYO50とは
『福祉が社会の真ん中で人を幸せにする』プロジェクト「東京の福祉施設にいる職員数が１万人だとし
たら・・・その１万人の意識が 10年で変わったら、その職員が地域社会で実践する、発する言葉や行
動が豊かになったら、どれだけの人たちが救われ、成熟した世の中になるだろう。」　このプロジェクト
は、そんな想いを抱き、障害のある人たちの表現活動の発表や商品の販売の学びや実践の機会をつくる
ことを通じて、福祉職員としてのスキルアップを目指します。
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